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事業名 事業 事業かわらおおとう

一般国道３２２号 香春大任バイパス 区分 一般国道 主体 福岡県

起終点 起点：福岡県田川郡香春町大字採銅所 延長
ふくおかけんたがわぐんかわらまちおおあざさいどうしょ

終点：福岡県田川郡大任町今任原 １０．５ km
ふくおかけんたがわぐんおおとうまちいまとうばるら

事業概要
一般国道３２２号は、福岡県北九州市を起点とし、同県久留米市に至る延長約１１５ｋｍの幹線道路で

ある。香春大任バイパスは、香春町及び田川市内の安全かつ円滑な交通の確保と踏切解消、沿道地域の連
携強化を目的とした延長約１０．５ｋｍの４車線（暫定２車線）道路道路である。
Ｈ９年度事業化 未都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

全体事業費 ２５５億円 事業進捗率 ５６％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ７，６００台／日～１４，２００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．４ 95/256億円 348/348億円 平成18年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 338/338億円事 業 費： 87/247
億円 走行費用減少便益： 7.5/7.5億円(残事業) ３．７ 維持管理費：8.6/8.6

交通事故減少便益： 2.1/2.1億円
事業の効果等
・日常活動圏中心都市である北九州市と田川市を最短時間で結び、利便性が向上。
・第１次緊急輸送道路ネットワークとしての機能を確保。
関係する地方公共団体等の意見

、 、 。田川地域国道整備促進期成会 国道322号線整備促進期成会より 毎年早期完成の要望がなされている
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

事業採択時以前の平成6年度の自動車交通量14,563台/日から平成17年度の交通量18,358台/日と約1.26
倍の交通量になっている。また、平成16年においては143件の事故が起きており、対象区間における死者
数は平成11～16年にかけて10名となっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成18年度末までに56％の事業進捗の予定である。
残事業：物件180件、用地面積18,300㎡

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
公図混乱地区があるため、その整理に時間を要している。
地権者に対し事業への協力が得られるよう鋭意交渉を行い、早期買収完了に努める。

施設の構造や工法の変更等
コンクリート製品（Ｌ型擁壁、境界ブロック）やリサイクル材料（再生AS、再生Cr 、橋梁においては）

コスト縮減型支承や少主桁上部工を採用。今後とも新工法の採用、建設発生土の工事間有効利用を積極的
に進める。
対応方針 継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


